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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成２２年２月１２日に公表しました業績予想を下記の通り修正いたしま

したので、お知らせいたします。 

記 
１．平成 22 年 12 月期 連結業績予想の修正等 

(1)第２四半期連結累計期間（平成 22 年 1 月 1日～平成 22 年 6 月 30 日）       

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利

益 

1 株当たり四

半期純利益 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （円 銭）

前回予想(A） 12,800 750 790 440 56.09 

今回修正(B) 14,324 1,202 1,250 738 94.08 

増減額(B－A) 1,524 452 460 298 － 

増減率 11.9％ 60.3％ 58.2％ 67.7％ － 

(ご参考)前期の実績 

(平成21年12月第2四半期) 
12,803 911 959 522 66.63 

 

(2)通期（平成 22 年 1 月 1日～平成 22 年 12 月 31 日）               

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当

期純利益 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （円 銭）

前回予想(A） 24,800 1,100 1,190 680 86.69 

今回修正(B) 26,300 1,550 1,640 960 122.38 

増減額(B－A) 1,500 450 450 280 － 

増減率 6.0％ 40.9％ 37.8％ 41.2％ － 

(ご参考)前期の実績 

(平成 21 年 12 月期) 
25,040 1,454 1,545 912 116.26 

 
２．平成 22 年 12 月期 個別業績予想の修正等 

(1) 第２四半期累計期間（平成 22 年 1 月 1日～平成 22 年 6 月 30 日）         

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利

益 

1 株当たり四

半期純利益 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （円 銭）

前回予想(A） 11,300 600 680 400 50.99 

今回修正(B) 12,699 1,028 1,112 662 84.39 

増減額(B－A) 1,399 428 432 262 － 

増減率 12.4％ 71.3％ 63.5％ 65.5％ － 

 
 



(2)通期（平成 22 年 1 月 1日～平成 22 年 12 月 31 日）               

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当

期純利益 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （円 銭）

前回予想(A） 22,000 810 940 560 71.39 

今回修正(B) 23,400 1,240 1,370 820 104.54 

増減額(B－A) 1,400 430 430 260 － 

増減率 6.4％ 53.1％ 45.7％ 46.4％ － 

(ご参考)前期の実績 

(平成 21 年 12 月期) 
22,287 1,176 1,362 849 108.33 

 
３．修正理由 

第２四半期連結累計期間の売上高につきまして、日本国内においては、大型のスーパーマーケッ

ト向け売上は設備投資意欲の後退などにより低調に推移しましたが、物流センター等の大型物件、

小型のスーパーマーケット及びコンビニエンス・ストア向けの売上が好調に推移したことにより、

予想を上回る見込みとなりました。 

また、中国の子会社においては、輸出が予想以上に低調に推移しましたが、中国国内の百貨店あ

るいはスーパー各社の設備投資意欲は回復してきています。しかしながら、激しい受注競争、価格

競争や円高等の影響により当初の予想を下回る見通しです。 

この結果、売上高は、日本国内の売上増に支えられ、当初の予想を１１.９％程度上回る１４３

億２４百万円になる見通しになりました。 

利益の面では、前年からの徹底した業務の効率化、材料費・経費の抑制に加え、工場の稼働率の

アップにより売上原価率を当初の予想数値より１.０ポイント引き下げることができました。また、

個々のコスト項目の見直しにより販売管理費を当初の予想数値より約７０百万円削減いたしまし

た。この結果、当初の予想を上回る見通しになりました。 

 

また、通期の見通しにつきましては、第２四半期連結累計期間の業績見通しが当初の予想数値

を上回ることに伴い、その修正分を反映させ上方修正いたしました。 

 

第２四半期累計期間の個別業績予想数値につきましては、上記理由と同様であります。 

 

(注)上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


